
 

 

 令和 4年 8月 12日より令和 5年 9月 19日までの約 400 

日間、環境大臣政務官として資源循環や水・大気環境を担当す 

る政務に従事。令和 5年 8月９日には、政務官プロジェクト 

として力を注いだ「使用済み紙おむつの再生利用等の促進」に 

ついての方向性を発表。一部マスコミ報道でも取り上げられ、 

各地方自治体での取組みは注目を集めています。 

 

                              紙おむつは、高齢化に伴い利用数が

増えており、現在、使用済み紙おむつは

一般廃棄物（家庭系ごみ）の約 5％でそ

の比率も増加傾向にあります。多量の水

分を含んでいるため焼却炉に対する負

荷も大きく燃焼効率を悪くすることか

ら、使用済み紙おむつを廃棄せずに再生

利用することはリサイクルの視点だけ

ではなく、焼却炉の長寿命化に向けても

資するものとなります。 

                             また、近年保育園でも紙おむつのサブ

スク（個々人で紙おむつを持参すること

なく保育園などで定額使い放題となる）

が進み、施設回収も進められています。 

 令和 6年 4月５日環境委員会の 

質疑では、関心が広がり自治体で 

の再生利用等の取組みが広がって 

いることを受けて、当初の目標値 

を更新することを提案。環境大臣 

からも前向きな答弁を頂きました。 

 

 詳細内容については、 

柳本あきらチャンネル 

をご確認下さい☞☞☞ 
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『ジミ新さん、いらっしゃい！』 
                             自民党ネット広報番組「ジミ新さん、

いらっしゃい！」に出演。当選同期の

西野太亮衆議院議員・山本左近衆議院

議員ＭＣのもと、地元西成区、大正区、

住之江区、住吉区の一面を紹介する街

歩き動画を発信。これまでの人生をふ

り返りつつ、ざっくばらんにフリート

ーク。最後には、現在取組む政策とし

て「使用済み紙おむつの再生利用」に

ついても触れています。是非、ご覧下

さい！ 

 

本格実施！熱中症対策！！！ 
 熱中症対策法が昨年に可決成立し、 

法案成立後この夏に向けて新たな動き 

が本格稼働することとなります。  

今年 4月からは熱中症特別警戒アラ 

ートの運用が始まりました。これまで 

の熱中症警戒アラートの一段上の特別 

警戒情報であり、特に危険な猛暑が続 

いている場合や、高温多湿の環境下で 

熱中症のリスクが高まっている場合に 

発表されます。暑くなる日常生活においては以下の点に気をつけましょう。①室内や涼しい場所で過ご

すように心がける。エアコンは適切に使用する。②外出時は帽子や日傘を使用し、こまめに水分補給を

する。③必要な場合は熱中症対策グッズ（クーラータオル、保冷剤など）を使い、体温を下げる。④高

齢者や小さな子供、体調が優れない人など、リスクが高い人々の健康状態を確認し、適切な対応をする。 

また、危険な暑さから避難するための場所として、市町村長は指定暑熱避難施設（クーリングシェル

ター）を指定できることとなりました。クーリングシェルターは熱中症特別警戒アラートが発表されて

いる期間中、一般に開放されます。全国の自治体によって取組みにばらつきがある現状に対して、国民

の皆さんの正確な理解が得られるよう力を注いで参ります。（大阪府においては、同趣旨で暑さをしの

げる涼しい空間「クーリングオアシス」を事業者等にご協力いただき、府民等に対して提供しています。） 

 

 

 

 

 

 

 


